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１．はじめに
　近年，学校教育においては，複雑化，多様化してい
く社会の中で，自ら様々な課題の解決を図り，主体的
に周囲と関わっていくための力を育てていくことが求
められるようになっている。そうした力の基礎となっ
ているのが，周囲の他者との関係の中で自分が価値あ
る存在であることや自分の存在を大切に思う気持ちで
ある自己肯定感であり，学校教育の中で，児童生徒の
自己肯定感を高めていくことが求められている。　　
　特別支援教育においても，障害のある児童生徒の自
己肯定感を高めるための手だての検討が求められる。
　特別支援学級で学ぶ児童生徒の状況を見ると，これ
まで経験のないことや困難なことに出会った時，不安
や自信のなさから，課題に対して消極的な行動をとる
ことが見られる。その結果，自分が何をどこまででき
る力を持っているのか，課題に取り組む中でどう解決
を図ればよいのか自信が持てないまま過ごし，もって
いる力を十分発揮する経験を積まないまま学校生活を
送っている例も見られる。
　小学校から中学校の９年間は，様々な問題を乗り越
えて生きていくために必要な知識や技能等を基礎的な
段階から定着・活用する段階へと継続して積み重ねて
いく時期であり，自己肯定感についても継続的に形成
していく重要な期間だと考える。
　本年度は昨年度の成果をふまえ，授業のあり方につ
いて具体的な方策を施すとともに実践を行ってきたこ
とを報告する。

２．研究の経緯
　平成22年度より，附属東雲小学校と附属東雲中学校
の特別支援学級の教員は，小・中連携協議会を通じて
知的障害のある児童生徒の社会的自立をめざした授業
づくりについて協議・検討を重ねてきている。
　さらに，平成23年度からは，授業モデルの構築や授
業仮説に基づく具体的な授業の指導案の検討をはじ
め，授業構想や単元計画など小学校・中学校・大学が
共同で研究を推進してきている。今年度は，これまで
の成果や課題からいくつかのポイントをふまえた授業
づくりを検討していく上で，児童生徒の個々の変容を
捉えつつ個々の変容のデータを集約し，小学校・中学
校という発達段階に応じた，段階的系統的な指導のあ
り方や体系的な授業づくりのモデルを模索していく。

３．授業づくりのポイント（これまでの成果と課題から）
　これまで自己肯定感は自尊感情をはぐくむ際に肯定
的に働く感情ととらえ，「自尊感情を育む授業づくり
を行うことで，自己肯定感が高まっていく」のではな
いかという仮説を立てた。自尊感情には基本的自尊感
情と社会的自尊感情があるとし，日々の授業のなかで，
教科等の特性を生かしつつ，学年や学級の実態に応じ
た内容で繰り返し実践していった。この実践の過程に
おいて，児童生徒の自発的・意欲的な言動が多くみら
れるようになってきた。この成果に至るまでの授業実
践を整理していくと，次の５つのポイントが自己肯定
感を高めるために有効な視点であることが明らかに
なった。
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（�１）児童生徒が意欲・興味・関心をもっている教材
（題材）を設定すること
　�　これにより学習活動に対する意欲が増し，授業に
積極的に参加することができるようになる。
（�２）うまくいかないことをやり遂げる現実度を上げ
ること
　�　苦手な課題や初めて経験することについては消極
的になりがちである。そこで，やり遂げられるかも
しれない課題，もしくは少しの支援を受けてやり遂
げられるような課題を設定することで，達成の現実
度が増し，自己肯定感が持てるようになる。
（�３）活動量・活動の主導権を児童生徒の実態を考慮
して適切に設定すること
　�　授業全体における児童生徒の活動の量が適切であ
るのかを考えることが必要である。その際には，教
師が主導するばかりでなく，児童生徒にやり遂げら
れるような部分を任せたり，それを実際にやり遂げ
たりすることができるかを，日々の行動観察から判
断し，授業に取り入れ，活動量を工夫する。
（４）ほめる・認める場面を設定すること
　�　自己肯定感が持てるようにするために「ほめる」
ということが広く行われているが，「ほめ方」につ
いては個々に行うのか，全体で行うのか，いつ行う
のか，だれが行うのか，どこで行うのかということ
を判断し，かかわっていく必要がある。
（５）集団の力を活用すること
　�　学校での学習は集団で行うことが多い。１対１の
関係を越え，かかわりのあるすべての児童生徒の持
ち味を生かせるような場面を授業の中に取り入れて
いき，集団ならではの力を活用すること。学級の中
に安心感があり，その中に自分の居場所があること
で自発的な発言や行動が促される。学級づくりと関
連させて指導を行っていく。
　�　また，課題としては達成感を感じるためのゴール
イメージの明確化，賞賛や応援などの言葉かけの精
選，自己肯定感に対する評価などがあげられた。

４．研究の目的・方法
　これまでの成果と課題をふまえ，小学校および中学
校の児童生徒の実態に応じた授業づくりを研究仮説の
構造図（図１）をもとに進めていきながら，めざす生
徒像の具現化を図っていく。
　その際の視点としては，以下の２点を設定した。
（１）つぎの点に留意しながら授業づくりをおこなう。
・児童生徒の実態に合わせて成果となる５つのポイン
トを意識した授業づくり
　成果としてあげられた５つのポイントは平素の授業

づくりにおいても重要であるが，小学校，中学校の児
童生徒の実態から特に重点的に取り組むべき点をしぼ
り授業づくりにいかしていく。
・ゴールイメージを明らかにするとともに，どこで評
価するのかを児童生徒へもわかりやすくした授業づく
り
　個々の児童生徒に対してどのような力をつけていく
のかを明確にしながら，その時間におけるゴールイ
メージを児童生徒がもつことができるようにするとと
もに，それが評価につながるようにする。
・自己肯定感をどう客観的に見取っていくか，その方
法の模索，検討
　授業における取り組みを通して，実態としての評価
や成果としての評価をどのように行っていくかを検討
する。児童生徒の実態に応じて自己評価や他者評価な
どもとりいれていく。
（２）授業を見直す。
・上記３つの視点から授業づくりを見直す
　それぞれの視点について授業を分析していきなが
ら，個々の児童生徒への支援のあり方や取り組みのあ
り方を改善していく。
・児童生徒の変容を見取り，授業の改善につなげてい
く
　単元や授業を通した児童生徒の変容の具体に，より
客観性をもたせるために多くの目でみとった姿を収
集・集約し蓄積していく。その個々の具体の姿から単
元構成や授業のあり方を検討，改善していく。

図１　研究仮説の構造図
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５．授業づくりの実際
　昨年度の研究で明らかになった５つのポイントをそ
れぞれの学年や学級等児童生徒の集団の実態に応じた
形で取り入れ，課題をふまえつつ実践していくことと
した。これは，授業構想や単元計画の段階から検討を
重ね，授業後においてもそのどこにこだわったか，そ
の結果どうだったかをふり返ることで改善を行って
いった。以下に指導例を示すが，特に意識してこだわっ
たところを指導案中の吹き出しで示した。
（１）小学校低学年の指導例
　楽しむことをポイントにした授業
○図画工作科学習指導案
年組　小特別支援学級低学年（１年生２名，２年生２名）
場所　小特別支援学級　低学年教室
単元　�みんなでつくろう—あかずきんちゃんのもり—
単元について
　本学級では，絵を描いたり色をぬったりして，自分
の思いを表現しようとする児童や，ものの様子（形や
色）をとらえたり説明したりすることが苦手で，絵で
表現することにあまり興味を持てない苦手な児童がい
る。これは，描くための技能が身についていないこと
もあるが，絵を描くおもしろさを感じたり経験したり
することが少なかったためではないかと考えられる。
これまで，いろいろな画材を使って表現する活動や，
みんなでひとつの作品を作る活動を経験してきてい
る。
　本単元は，クラス発表会に向けた一連の取り組みの
中の図画工作科として位置づけた。ここでは，あかず
きんちゃんの家からおばあちゃんの家までの道のまわ
りにどんなものがあるか，また森にどんな生き物がい
るかなどいろいろなことを想像させ，自分の思いをい
ろいろな方法で表す体験を通して，表現する楽しさを
感じることができる。また，みんなが演じる場の雰囲
気作りとして劇遊びの背景をみんなで作ることによっ
て劇遊びへの意欲を高めることができる。さらに，共

同制作することによって，友だちと一緒に活動する中
で，表現のおもしろさに気づいたりまねしたりするこ
とや，友だちと作品を作っていく楽しさを味わうこと
ができる。
　指導に当たっては，単元全体を通し，児童の実態や
一人一人の思いを大切にして，いろいろな表現活動を
体験できるようにしていくことによって，絵で表現す
る楽しさを感じさせたい。そのために，児童の思いを
表現しやすい画材（使いやすさ，おもしろさなど）や
活動の場（紙の大きさ，場所，雰囲気など）を工夫し
たい。また，児童が自分のよさやがんばりを感じたり，
絵で表現する意欲を高めたりできるような個に応じた
支援を大切にするとともに，単元全体を通して，教師
の肯定的な言葉がけに留意していきたい。
指導目標
　・いろいろな画材をつかって表現できるようにする
　・�友だちと活動する楽しさを味わうことができるよ
うにする

指導計画　　　　全５時間（本時　第二次　第１時）
第一次　いろいろなものをつかって　　　　３時間
第二次　楽しい森をつくろう　　　　　　　２時間
※　�クラス発表会に関する取り組み全体については，
本単元後，生活単元学習として引き続き実施して
いく。

本時の目標
　森の様子を想像し，自分の使いたい画材を選び，楽
しく表現することができる。
小中学校の取り組みのつながり
　低学年では，学級という集団の中で，やりたいこと
を選んだり決めたりすることや，友だちと活動する楽
しさを味わうことなどを通して，「基本的自尊感情」
を育むことを重視する。低学年での様々な学びによっ
て身につけた自分への信頼感や自信，集団生活におけ
る安心感などが，中学年以降の意欲的な学びへとつな
がっていく。

　　　学習の展開
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（２）中学校の指導例
集団の力を活用することをポイントとした授業
○「職業生活」学習指導案
年組　�中学校全学年３組　情報・サービス　グループ

７名　（１年生２名，2年生２名，3年生３名）
場所　中学校第３学年３組教室
単元  「私たちの東雲コーポレーション」 会場準備
単元について
　平成22年度文部科学省「特別支援教育資料」による
と，この10年間で特別支援学校の在籍者数は約1.5倍
になったが，特別支援学校高等部卒業生の就職率の上
昇はあまり見られない状況が続いている。特別支援学
校（知的障害）高等部卒業者の職業別就職者数は，（国
立特別支援教育総合研究所URLhttp://www.nise.go. 
jp/cms/13,898,45,180.html 2012.11.3）によると，「昭和
62年には全体の62％を「製造・製作」が占めていまし
たが，平成19年には36％となり，それに代わって「サー
ビス」「販売」「専門・技術」「事務」「運輸・通信」「採
掘・建設・労務」などの業種が増えてきており，職種
の多様化が見られます。」とある。このことから従来
のものづくりを中心とした職種から，サービスなどを
提供していく職種へと，就労の形にも変化が見られ
る。生徒の将来を考え自立と社会参加に向けた力を育
成していくためにも，早い段階から準備をしていく必
要があると考え，本校では平成24年度より「職業生活」
を創設した。この「職業生活」では生産のための技能
をつけていくことを目的にするのではなく，働くこと
への意欲や自ら働きたいという気持ちを育てていく事

をめざしている。職業生活の時間は，週一回２時間目
から６時間目までの５時間連続の授業としておこなっ
ている。授業を「東雲コーポレーション」という会社
に見たて，生徒たちは会社の一員として授業に参加し
ている。全学年３組（特別支援学級）生徒を各７名に
編成した３グループ（担当部署）で会社組織をイメー
ジして取り組んでいる。作業種別は「クラフト」・「食
品加工」・「情報・サービス」の３つとし，それぞれが
学期ごとにローテーションしながら，1年間で全ての
業種を経験できるようにしている。「情報・サービス」
グループでは，毎週連続５時間のうち午前中に２時間
の計画で，情報事務の学習を行っている。パソコンを
使用して，試食会・販売会・見学会等のチラシ作りや
アンケート等の作成および集約，データ処理等を中心
にした学習を行っている。午後の２時間はビルクリー
ニングおよび学校環境を整える活動を中心として行っ
ている。この学習ビルクリーニングは，時間内に作業
を完結できるため生徒は結果を振り返ることができ，
自己評価を次回の活動につなげることができる業種で
ある。作業内容は機械などを使わずに，中学校段階で
実施可能な作業として，手作業の取り組みを中心にし
て行っている。具体的には，自在ほうきでのフロアー
清掃，テーブル拭きなどである。ここでは基本的なビ
ルクリーニングとして，道具の取り扱いの練習から始
まり，慣れてきたところからフロアーの清掃へと移行
していった。また本校の特別支援学級では， １年時か
ら段階的に広島大学キャンパスを利用した職場体験学
習を行っている。大学の協力を得て実際の仕事として

,
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体験を行うことができ，大学で実際に働いている，障
害を持つスタッフの方に，清掃作業の指導を受ける機
会もあるため，働くということの具体的なイメージに
つなげていくことができている。
　本単元「私たちの東雲コーポレーション」 ～会場準
備～では，「見学会・説明会」のための会場づくりを
企画している。その準備を生徒らの運営により行なっ
ていき，学校外から多くの見学者を迎え入れることを
想定し準備を進めていくものである。
　卒業後は特別支援学校の高等部に進学する生徒が多
いため，将来の具体的なイメージができていない生徒
もいるが，どの生徒も働く事を意識しており仕事に対
して前向に取り組む姿が見られる。実態としては，指
示の内容の理解はできていても，うまく動作につなが
らない生徒や，繰り返しの指導を行うことで作業の定
着を図ることができる生徒，なかなか自分の気持ちが
表に出せない，自信が持てずに緊張してしまい，上手
くほうきの操作ができない生徒，言葉掛けによって集
中を持続することができる生徒など，実態も様々であ
る。しかし，基本的な練習を繰り返し行っても，嫌が
ることもなく積極的に取り組むことができている。
　今回は，「東雲コーポレーション」の一員として活
動を意識させながら，個別に課せられた役割に責任を
持って行うこと，清掃場所に応じた活動や仲間と協力
して働くこと，作業を丁寧に行うなどの力を育成して
いくことを目指して行っている。清掃活動は日常の学
校生活でも行っているため，その延長として捉えてし
まいがちであるが，この職業生活の中で行う清掃はビ
ルクリーニング作業であり，「そこを利用する人たち
が，気持ちよく過ごせる環境にする仕事」としての意
識をもつことを目指している。指導にあたっては，広

島県特別支援学校技能検定での作業手順を基本とした
「ほうき」，「雑巾」などの基本的な扱い方を定められ
た手順に従って練習している。
　また，グループでの活動や，評価活動を取り入れて
いくことで，お互いを信頼し働くことに意欲と関心を
持つことができ，その経験を繰り返していくことで，
自己肯定感を高めていくことが可能であると考える。
指導目標
１．�清掃・環境整備業務の意識や役割を理解し活動で
きるようにする。

２．�仲間と協力し，役割と責任を持って活動できるよ
うにする。

３．�活動に見通しを持ち，目的に沿って最後までやり
抜くことができるようにする。

指導計画（全４時間）
１．清掃業務の意義と役割，用具の確認　　（１時間）
２．会場準備設営計画　　　　　　　　　　（１時間）
３．会場準備（本時）　　　　　　　　　　　（１時間）
４．反省会　　　　　　　　　　　　　　　（１時間）
本時の目標
　自分の役割に責任を持ち，仲間と協力して活動する
ことができる。
小中学校の取り組みのつながり
　小学校段階から中学校段階において基本的自尊感情
から社会的自尊感情の育成へと比重を変えながら，2
つの自尊感情を育てていくことが重要である。このこ
とから中学校段階においては，他者からの評価を受け
る場面を学習活動の中に設定することによって社会的
自尊感情を育み，生徒が自信を持って次の活動に挑も
うとする態度・意欲につなげていき自己肯定感を高め
ていく。

　　　学習展開
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６．児童生徒の変容
　今年度，授業改善におけるポイントを意識した取り
組みを小学校中学校で進めて行った。また，定期的な
児童生徒の生活の中における見取りを行うことで次の
ような変容が見られた。
　児童にあった形で成功体験をくり返すことやその場
での評価が自分自身に自信をもつことができそれが次
の活動へ意欲的につながっていると思われる。
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表１　小学校児童の変容（児童抽出）
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　取り組みの中で，その生徒の課題や実態を分析して
いき，周囲からの特に集団として仲間としての影響や
評価によってその姿が変容してきていると思われる。

７．考　　察
　本年度研究してきたことから，分かってきたことを
整理していく。
（１）研究仮説の構造図（図１）
　研究仮説の構造図により，小学校では主に基本的自
尊感情を育むことを中心とした授業を構成していき，
学年が上がる毎に少しずつ社会的自尊感情を育む要素
を取り入れた授業を構成していった。また，中学校で
はその社会的自尊感情の要素が大きくなっていくが基
本的自尊感情を育む要素も取り入れていった。このよ

うな授業の要素を意識することにより，授業づくりに
おいて重要である教材の選定や単元構想にひとつの意
図をもって構成していくことができたと言え，授業づ
くりの大きな柱となった。そこで研究仮説の構造図を
「自己肯定感を育む授業モデル」として図２のように
整理しなおした。
（２）基本的自尊感情と社会的自尊感情
　自己肯定感を育む授業モデル（図２）を意識しなが
らの授業づくりで表1. ２に見られるような変容を見
取ることができた。小学校では個人の変容ではあるが，
それは集団で学ぶ中でお互いに刺激し合いながらいわ
ば共有体験が土台となっている。また，中学校での取
り組みにおいては友だちなど周りとのかかわりが土台
となり他者を意識することで言動に変化が出てきてい
る。
「基本的自尊感情」は，他者の比較や優劣といったも
のからではなく絶対的根源的な思いとして，自分はこ
のままでよいと思える感情である。また，「社会的自
尊感情」は他者との比較や優劣に影響される感情で，
プラスの評価をうけたり勝負に勝ったりすることで高
まっていくものである。そういう視点からも変容を考
えると，小学校の段階においては自分自身に自信がも
てたり落ち着いて行動できるようになったりしてきて
いることや中学校では他者との関係から自分自身をと
らえ直すことができてきていると言える。
（３）相乗効果
　児童生徒の変容を見ると，小学校では基本的自尊感
情の高まりは次のステップとして他者の評価に意識が

表２　中学校生徒の変容（生徒抽出）

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

図２　自己肯定感を育む授業モデル
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向いていたり，中学校では社会的自尊感情の高まりは
他者や集団との共同の体験を求めたりしている。「基
本的自尊感情」を意識した授業づくりや取り組みは結
果として「社会的自尊感情」を育むことになり，逆に
「社会的自尊感情」を意識した取り組みは「基本的自
尊感情」を育むことになっている。
（４）成　　果
　これまでの取り組みと前述した児童生徒の変容の様
子，考察から授業づくりにおいて次のことが成果とし
て窺えた。
○体験的実生活の活用
　小学校低学年の遊びなどの実生活レベルの段階から
社会的な資源を活用する中学校の取り組みは大変効果
的でありつながりもある。人の役に立つという段階的
系統的な取り組みが広がっていきやすい。
○意識的な評価の場面の設定
　自分のことをどう言語化して表現していくかが大切
である。何気ない感想やつぶやきという段階に始まり
相手に分かるように説明する活動まで言語化すること
に価値をおいた評価をしていくことが有効である。
○コミュニケーション場面の活用
　人と話す，説明するという活動が自己肯定感の高ま
りに大きく寄与しているのではないかと推測された。
かかわることや教え教えられる中で自分の役割が分
かったり自らやってみようとしたりする姿が生まれ
る。
　以上のようなことから，児童生徒の実態から基本的
自尊感情や社会的自尊感情を意識した取り組みを組み
合わせる授業を構成していくことにより，めざす生徒
像の具現化に大きな成果があったと考える。「基本的
自尊感情」と「社会的自尊感情」はその取り組みや指
導の偏りからくるアンバランスな成長にならないよ
う，本研究で明らかにした自己肯定感を育む授業モデ
ル（図２）にあるように小・中学校での発達段階に応
じた指導が９年間の学びのつながりになるのではない
かと考える。

８．課　　題
　一方で，取り組んできたことをどのように児童生徒
の生活に返していくか，言い換えれば育まれた自己肯
定感から自分の役割を果たす場を学校から生活へとい
う児童生徒のまさに実生活につながっている取り組み
を今後どのように社会的場面での生活に広げていくの
かが課題である。一般社会とのつながりを意識した生
活への“汎化”が今後の課題としてあげられる。

９．おわりに
　東雲小中学校特別支援学級では， めざす生徒像を
「自分の役割を自ら果たそうとする生徒」としており，
その具現化を図るための仮説として「自己肯定感を高
める授業を継続して行うことで，自分の力を発揮し，
それぞれの生活の場で自ら責任をもって役割を果たそ
うとする姿につながっていくであろう。」としている。
そのための９年間の学びのつながりを意識した「小学
校・中学校特別支援学級における体系的な授業モデル
の開発」においていくつかの成果があげられてきた。
児童生徒の変容も単に印象として捉えるのではなく評
価の視点をもって捉えることで，結果として評価でき
る場面が増え自己肯定感の高まりを自他ともに認める
ことが多くなったことにもつながっている。今後も一
層の取り組みの充実を図るとともに児童生徒の社会的
な自立につながるよう取り組みを進めていきたいと考
える。
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